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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は1週間を通して見ると対米ド

ル、対円で下落しました。またトルコの2年国債金利は

上昇しました。

5月1日（現地、以下同様）、格付会社のS&Pグローバ

ル・レーティングは、トルコ経済の不均衡が拡大してい

ることを理由に、トルコの格付けを引き下げました。ま

た5月3日に発表された4月の消費者物価指数は、前

年比で10.85％上昇と、市場予想および前月の実績値

を上回る内容となり、同国のインフレ圧力の強さが示さ

れました。

市場では、米ドル高傾向等を受けて新興国からの資

金流出懸念が高まる中で、経常赤字国であるトルコの

債券、通貨への売り圧力が高まりました。さらに格付け

の引き下げや消費者物価指数の上振れは、トルコへ

の懸念をより高める結果となりました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（円/トルコ・リラ） （トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週はトルコでの重要指標の発表は予定されていま

せん。

インフレ率の加速や、足元の国際金融市場動向を受

けて、トルコ中央銀行が追加利上げを含めた通貨安対

策に動く可能性は高まっているとみられます。政治面

に関しては、6月24日の総選挙を控えて、エルドアン大

統領は、インフレ率や経常赤字を改善させるとの発言

をした一方、景気刺激策を含む公約を発表しており、

今後も選挙後の政策の行方に関する発言等を注視し

ていく必要があります。

市場では、引き続き、国際金融市場でのリスクセンチ

メント動向に左右されやすい展開が予想されます。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し

【2018年4月28日～2018年5月4日までの推移】

（2018年4月6日～2018年5月4日）

【トルコ 金利推移】
（2018年4月6日～2018年5月4日）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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